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高端先生は講義の初めに、減税に対する熱い支持

が寄せられる状況に「軽く怒って」いると話されまし

た。わたしは今の状況というか、減税を主張する政治

家に本当に怒っています。国債費が国の予算を圧迫

し、税金による補填が無ければ維持できていない社

会保険や福祉予算が削られているのを知っています。

民主主義の国を導く人なら、この現状を国民に正し

く知らせ、考える機会を与えるべきだと素人は思っ

てしまいます。 

 

日本は社会保険方式を中心とした社会保障制度を

採用してきたと言われています。戦後の荒廃の中で

傷病兵や町にあふれる孤児を救済し、国民を飢えか

ら救うために早急に福祉制度を整える必要があって

も、国には財源もなく、税金を徴収するための制度

的・組織的・技術的な基盤もなかったと学びました。

資本主義社会において働けなくなった労働者を支え

るために生まれた社会保険方式の福祉社会は、戦後

の経済成長期には都合の良い方策であったと思われ

ます。しかし、福祉社会の重要な目的はそれだけでは

ないと考えます。 

 

自由主義経済の下では労働と対価の不平等が起こ

ることは避けられないのではないでしょうか。そう

であれば福祉政策は所得の再分配機能を持つべきだ

と思います。所得の再分配機能が強い福祉政策は社

会保険方式ではなく税方式ではないでしょうか。そ

れも逆進性がある消費税ではなく直接税だと思いま

す。ところが、高度成長が終わり財政赤字が問題視さ

れるようになっても、企業の競争力維持のために非

正規労働が拡大し格差と貧困が問題になっても、抜

本的な対策がなされた記憶はありません。そのかわ

りに社会保険の保険料や自己負担額に応能負担を導

入して、「払える人に負担してもらう」と言ってきま

した。所得の再分配機能を社会保険制度に担わせて

きたのではないでしょうか。しかし、社会保険制度は

その趣旨からも所得の再分配を行うには限界がある

と思います。 

 

社会保険方式は働けている人が働けなくなった人

を支える仕組みであると考えると助け合い(共助)の

仕組みであるとも考えられます。しかし、一方で払っ

た分を後に受け取る自助の仕組みであると私を含め

かなりの人が感じているのではないでしょうか。そ

のことが社会保険の保険料の応能負担が受け入れら

れやすい理由であったのかもしれません。こうした

福祉制度の在り方は、社会に現にある不公正に私た

ちが目を向け、それを是正することが社会に課され

た責任であるという意識を育ちにくくしてきたと考

えます。今の社会に根強くある自己責任意識を日本

人の歴史や文化から説明する言説を度々目にします

が、原因はそれだけなのでしょうか。社会福祉制度の

在り方が自己責任意識を育ててきたと思えてなりま

せん。 

 

先生は講義の最後に「税は軽いが必須のニーズま

で自力で満たすしかない社会」と「税は重いが必須の

ニーズは必ず満たされる社会」のどちらを選ぶのか

と問いかけられました。この問いかけに後者を選択

し、何時の日かこの国に普遍的な福祉が実現して欲

しいと思います。しかし、そのためには財源が必要で

す。その財源を得るために消費税のような逆進的な

税を選ぶなら、先行して税制の改正による国民が納

得する所得の再配分が行われる必要が無いでしょう

か。そのことが、自由主義経済の下では、障害のよう

な特性を持たなくても不平等な配分が起こっている

ことを知らせ、これを是正する責任が社会(私たち全

て)にあることを教えることになると考えます。 

 

 先生の講義を伺い、財政はただお金の問題ではな

く、個人と社会のあり方なのだと考えることができ

ました。貴重な講義を聴かせて頂きありがとうござ

いました。 


